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川 敬,清水 俊匡,川尻 真也,岩本 直樹,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,川上 純: 膠原病および類縁疾患の多

彩な病態 特発性多中心性キャッスルマン病/TAFRO症候群患者を対象とした末梢血T細胞サブセットの解析. 日本

リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 468, 2020.

辻 良香,玉井 慎美,川尻 真也,野中 文陽,有馬 和彦,梅津 彩香,原 万怜,道辻 徹,西畑 伸哉,岡本 百々子,遠藤 友志郎,辻
創介,高谷 亜由子,井川 敬,住吉 玲美,清水 俊匡,古賀 智裕,岩本 直樹,一瀬 邦弘,中村 英樹,折口 智樹,川上 純: 住民健

康診断における関節リウマチと抗CCP抗体に着目した口腔内細菌叢解析. 日本リウマチ学会総会・学術集会プロ

グラム・抄録集 64回: 558, 2020.

赤城 翠,藤川 敬太,鈴木 貴久,岡田 覚丈,岡本 百々子,川尻 真也,岩本 直樹,溝上 明成,川上 純: PMR、RS3PE、免疫

チェックポイント阻害薬関連関節炎inhibitors 免疫チェックポイント阻害薬に関連した関節炎の検討. 日本リウマ

チ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 513, 2020.

永田 康浩,清浦 海里,前田 隆浩: 医学生は地域包括ケア臨床実習で何を学ぶか 開始後4年で見えてきた成果と課題.
医学教育 51(Suppl.): 204, 2020.

松坂 雄亮,永田 康浩,小澤 寛樹,浜田 久之: 低学年の医学生に対する医療面接体験ゼミの教育効果の検証. 医学教育

51(Suppl.): 176, 2020.

小屋松 淳,野中 文陽,延末 謙一,野原 夏樹,清浦 海里,八坂 貴宏,村瀬 邦彦,永田 康浩,前田 隆浩: 卒前地域医療教育に

おける離島医療への関心. 医学教育 51(Suppl.): 155, 2020.

岩本 直樹,渡邉 航之助,白石 和輝,大木 望,千葉 恒,古賀 智裕,川尻 真也,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,尾
崎 誠,川上 純: リウマチ性疾患の画像 HR-pQCTを用いた関節リウマチ治療経過における関節構造変化の解析. 日
本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 421, 2020.

辻 創介,岡本 百々子,西畑 伸哉,道辻 徹,遠藤 友志郎,辻 良香,高谷 亜由子,清水 俊匡,住吉 玲美,古賀 智裕,川尻 真也,
岩本 直樹,井川 敬,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,寶來 吉朗,藤川 敬太,川上 純: IgG4関連疾患(研究) IgG4
関連疾患におけるPET-CTと生検部位の検出率についての検討. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄

録集 64回: 383, 2020.

川尻 真也,遠藤 友志郎,川上 純: 我が国のRA臨床研究-過去10年とこれからの10年 九州地区多施設共同前向きRA
超音波コホート研究. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 237, 2020.

川尻 真也,川上 純: リウマチ性疾患診療・研究における人工知能(AI)の関わり リウマチ診療におけるICTとAIの
活用. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 64回: 202, 2020.
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学会発表数

社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

その他

永田 康浩,有馬 和彦,井口 茂,大町 いづみ,木村 泰男,中嶋 幹郎,青柳 潔,前田 隆浩,安武 亨: 医歯薬共修による事例検

討グループワーク授業の構成と効果の検討. 医学教育 51(Suppl.): 128, 2020.

上田 修吾,宮原 慶裕,永田 康浩,珠玖 洋,影山 慎一: CHP-MAGE-A4がんワクチン臨床試験と液性免疫アレイ検査結

果に基づく複合免疫療法の考察. 日本外科学会定期学術集会抄録集 120回: DP, 2020.

小林 慎一朗,谷口 堅,藤岡 正樹,金高 賢悟,永田 康浩,米田 晃,砂河 由理子,丸屋 安広,野田 恵佑,山下 万平,平山 昂仙,
徳永 隆幸,竹下 浩明,山之内 孝彰,前田 茂人,江口 晋,黒木 保: 食道切除胃管再建における静脈吻合付加の意義. 日本

外科学会定期学術集会抄録集 120回: DP, 2020.

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

小林 慎一朗,谷口 堅,藤岡 正樹,金高 賢悟,永田 康浩,福井 季代子,米田 晃,前田 茂人,黒木 保,江口 晋: 胃管食道吻合

部の術後粘膜評価と胃管静脈吻合付加の意義. 日本食道学会学術集会プログラム・抄録集 74回: 313, 2020.

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

永田康浩・教授 医師試験委員 厚生労働省

0 0 2 0 6 0

永田康浩・教授 九州厚生局地域共生社会推進会議 九州厚生局

永田康浩・教授 長崎県地域包括ケア構築支援部会 長崎県

永田康浩・教授 長崎県地域包括ケアシステム推進協議会 長崎県

永田康浩・教授 長崎市地域包括ケア推進協議会 長崎市

川㞍真也・講師 関節超音波標準化小委員会委員 日本リウマチ学会

永田康浩・教授 長崎市地域包括支援センター運営協議会 長崎市

川㞍真也・講師 評議委員 日本リウマチ学会

研　究　題　目

川㞍真也・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究C「AI技術を活
用した『真の寛解』を目指した次世代関節リ
ウマチ診療アルゴリズムの構築」

川㞍真也・講師 Corrona Japan Corrona Japan 関節リウマチ（RA）レジスト

川㞍真也・講師
ブリストル・マイヤーズ株式会
社/小野薬品工業株式会社

日本のリアルワールドにおけるアバタセプト治療が『自
己抗体出現状態に与える影響』および『臨床的パラメー
ターを用いた有効性評価と自己抗体出現状態変化との関
連』を解析する探索的研究

川㞍真也・講師
ブリストル・マイヤーズ株式会
社/小野薬品工業株式会社

関節リウマチの疾患感受性遺伝子が治療反応性および自
己抗体に与える影響を解析する探索的研究

川㞍真也・講師 ファイザー株式会社 代表

医学教育助成金長崎県のへき地・離島のリウ
マチ診療における人工知能とIoT の活用によ
る医療水準の均てん化を目指したプロジェク
ト

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

本多由起子・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究C「子ども期の
災害経験後の心的外傷後成長 (PTG) につなが
る要因の二国間比較」

本多由起子・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究C「斜面市街地
に暮らす住民のレジリエンスと認知症予防の
地域づくり」
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　非常勤講師

川㞍真也・講師 非常勤講師（人体の構造と機能及び疾病） 長崎純心大学

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

永田康浩・教授
非常勤講師（医学一般、地域の創造、地域
包括支援論B）

長崎純心大学
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